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企業利益・合理化のポテンシャル

Solution  Provider
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開発購買の価値

企業の利益を増大するには・・・
開発設計との連携 サプライヤ協創が重要



開発購買の目的と目標
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事業戦略 新製品開発 諸目標の達成
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redefinition

サプライヤと
知の融合！



製品の設計仕様変更してでも利益を
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Essential abilities



開発購買実行レベル評価 視点

1. 購買戦略
2. 競合明確化
3. コストテーブル活用
4. サプライヤ協創
5. VEの活用
6. 技談・リーダーシップ
7. スキルアップ
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設定例で
変更容易です

capability

開発時点だから できる
購買だから できる
開発設計との連携 サプライヤとの協創



どの視点を重視すべきか?  配点
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何が重点かを提示し、
評価結果の特徴 強み・弱み
見える化も あると理解しやすい

評価結果の見える化 例

＊評価軸ごとの配点は簡単に変えられます。

evaluation concept



開発購買実行レベル評価 進め方
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E1D

Di
U

E2

年度目標

評価ｼｰﾄ

目標との差認識

自己啓発

次年度へ

Self Evaluation         
各事業所
自己評価

Evaluation
関係者評価

Understand        
認識・分析

Discussion
討議

Measurement

Analysis

Skill up
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procedure
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開発購買実行レベル評価の 構成 .
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事業所・ID

判定基準（1~5）

評価項目

評価軸

合計点

配点
（項目の重み）

見える化
（強み弱み）

評価点

architecture



開発購買実行レベル評価 記入要領 .
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評価
点数記入

事業所
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評価判定基準

ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ
にリンク



評価結果の討議・次年度へ
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DXOJT
自己啓発・評価 いつでも・だれ

でも・どこでも

KM
共有化・見える化

IOT・IOS
ｾｷｭﾘﾃｲ

購買知財力

蓄積・更新
システム

ジョブ型
ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

should be

情報を利益に変える
情報が無ければ 始まらない
共有化されなければ 活用進まない
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組織 どうする、働き方 どうする？
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capabilities

購買力アップ！
メンバーシップ型から ジョブ型スペシャリストへ
自己啓発 「私はこれができる！」 相乗効果も



開発購買実行レベル評価 まとめ
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1. あるべき姿を目指して 課題を明確にして、対策を立てる。

2. 評価は毎年・毎期行う。
立派な評価表を作ることではない、簡素が良い

3. 購買エンジニア評価も行い、自己評価・管理を期待する。
Next 5, Next 10 達成を目指す組織力の管理に活かす。
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会社の利益を確保・増大させるために
スペシャリストへの自己啓発・相乗効果も


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	　　　　　　どの視点を重視すべきか?  配点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	　　　　　　　評価結果の討議・次年度へ    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	スライド番号 11
	スライド番号 12

